
 

 

 

 

お忙
いそが

しい中，親子
お や こ

読書
どくしょ

の取
と

り組
く

み，ありがとうございました。感想
かんそう

から，楽
たの

しんで取
と

り組
く

んでくださったと感
かん

じました。ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

☆親子
お や こ

読書
どくしょ

の感想
かんそう

より 

「にじいろのしまうま」（1年
ねん

） 

しまうまが，はなとか くさを さかせて, もとにもどしたところがおもしろかったです。 

 

「ほうちょうさんききいっぱつ」（2年
ねん

） 

 さいご，ほうちょうさんがカップめんさんに「ごめん。」と言
い

ったのがかんどうしま

した。 

 

「心
こころ

晴
は

れたり くもったり」（3年
ねん

） 

 「うれしい」，「ありがとう」ということばをもっとふやしていきたいと思
おも

いました。 

 

「りんごかもしれない」 （4年
ねん

） 

 ぼくは，この本
ほん

を読
よ

んで，「ぼくもりんごがあったらいろいろ思
おも

ってみたい。」と思
おも

い

ました。 
 

「ゆりかごは口
くち

の中
なか

 子
こ

育て
そだ

する 魚
さかな

たち」（5年
ねん

） 

 理科
り か

の授 業
じゅぎょう

で，メダカがどうやって産卵
さんらん

するかは知
し

っていたけど，他
ほか

の 魚
さかな

は口
くち

の

中
なか

で 卵
たまご

を守
まも

ったり岩
いわ

にかくれて 卵
たまご

を産
う

んだりする 魚
さかな

もいると初めて
はじ

知
し

りました。 
 

「アミがきた」（6年
ねん

） 

 アミからもらっている星
ほし

を大切
たいせつ

にして，ペルリータのたん 生
じょう

日
び

にアミと再会
さいかい

する

ところが 心
こころ

に残
のこ

りました。わけは，ペルリータはずっとアミに会
あ

いたがっていて，再会
さいかい

した時
とき

に楽
たの

しそうに話
はな

しをしたりぼうけんに出
で

かけたりしていたからです。 
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